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都府県別アンケート調査の結果一覧

アンケートイ衣束頁文二（例）

1989年8月lOB

金沢大学教養部朝鮮文化研究室
鶴園裕

金沢大学教養部歴史学研究室
片倉穰

拝啓

盛夏の候、益々御清祥の段お慶び申し上げます。
さて私共の研究室では、文部省科学研究費の助成を得て、「近世初期における渡来朝鮮
人」に関する共同研究に取り組んでおりますが、本年度は文禄・慶長の役(1592～1598)
において捕虜となり、日本列島内に残留を余儀なくされた朝鮮人達が、各藩領。各地域
で近世的な「秩序」に如何に組み込まれていったのか、概括的な調査研究を行ないたく
存じております。
つきましては、御繁忙の折、まことに恐縮ではございますが、貴県内の「近世初期渡来
（被虜）朝鮮人」に関わる研究書・研究論文、或いは公刊された史料等がございました
ら、是非ともご紹介・ご教示を賜りたく、よろしくお願い申し上げます。
本来ならば直接貴館に参上致しましてご教示を乞うべきところ、調査範囲が広域にわた
ります為、とりあえず害中を以てお尋ね申し上げる次第でございます。失礼の段、何卒
お許し下さいまして、別紙等にて御返事下さいますれば、有難き幸せでございます。
以上、お願いまで申し上げます。末筆ながら、貴館益々の御清栄を心からお祈り申し上
げ ます。敬具

－アンケート言雪式2

◆下記につきまして、ご回答下さるようお願いします。

＜＞貴県（都・府・地域）内の近世初期渡来（被虜）朝鮮人について

A.存在した。
B.存在したと聞いていない。

◆Aの場合、下記項目につきましても御教示下されば幸甚です。

1．貴県（都・府・地域）内における、初期渡来（被虜）朝鮮人について
（氏名・身分・没年等、簡単に記して下されば幸いです。）

2

3

lに関する研究害・論文等について。
(著者・タイトル･刊行所・雑誌名など、概略を記して下されば幸いです。）

lに関する公刊史料について
(編者。タイトル・刊行所・雑誌名など、概略を記して下されば幸いです。
未公刊史料につきましても、所蔵者等をご教示願えれば望外の幸せです。）

4．その他（お気づきの点がございましたら、ご教示下さいますようお願いします。）
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5.u」刑夛県立図書館（山形市七日町3丁目1番23号）

存否

4 その他

存在したと聞いていない。

県史ほか本館資料を調査しましたが、該当文献は見当りませんでした。なお、
県内の図書館・専門家（郷土史家）等にも照会しましたが、わからないという
回答でした。

6．ネ畠島県立図書館調査課郷土資料係（福島市森合字西養山l)

存否

2 論文等

3 史料等

4 その他

不明◎

『福島史学研究』『会津史談』『歴史春秋』『福大史学』等調査いたしました
が、関係論文は発表されていません。

未公刊史料（文書類）については、福島県歴史資料館（諺96O福島市春日町5
-54）にも御照会下さい。

御参考までに『福島市史l』（福島市教育委員会、昭45)p182-183,212,『福
島県史l』（福島県、昭44)p280-281のコピーを同封いたしましたので、御参
照願います。

7-1.茨城県立図書館館内奉仕課（水戸市三の丸1－5-56)

存否 存在したと聞いていない。

4 その他 当館所蔵の資料のなかには見当たりませんが、各市町史にたずさわっていられ
る茨城県立歴史館の研究委員にご照会になれば、何かわかるかも知れません。

7－2．茨二城県立歴史館県史編纂室（水戸市緑町2－l-15)

存否 該当なし。

8．ネ病木こ県立図書館調査相談課（宇都宮市塙田1－3－23）

存否

4 その他

存在したと聞いていない。

館の資料では見あたらず、文書館の方にも聞きましたところ、ご依頼の資料は
1

ないということでした。

9．君羊馬県立図書館調査相談・群馬資料室（前橋市日吉町1丁目14-8)

存否

4 その他

存在したと聞いていない。

自館には「近世初期渡来（被虜）朝鮮人」に関わる史料はありませんでした。
又、群馬県史編さん室の中世、近世担当の各専門員にも問い合わせましたが、
そのような人が存在したとは聞いていないということでした。

10.土奇ヨE県立浦和図書館（浦和市高砂3－1-22)

存否 存在したと聞いていない。

4 その他 当県、県史編纂室にも確認しましたが、該当はないとのことです。
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ll.=F-葉県立中央図書館郷土資料室（千葉市市場町ll番1号）

存否 存在したと聞いていない。

2 論文等 千葉県関係の各文献をあたってみましたが、研究書及び論文等は当図書館所蔵
本ではありませんでした。

12.東京都立中央図書館資料部参考課東京室（東京都港区南麻布5丁目7番13号）

存否

4 その他

不明◎

江戸市中に近世初期渡来（被虜）朝鮮人が存在したか否かについて。この点に
ついて触れた図書資料は、調査した限りは見当たら
だし雑誌論文については調査しておりません。悪し
若干の関連事項が次の資料の朝鮮使節来江戸事蹟
ご参考までに記しておきます。

ず、結局不明でした。（た
からずご了承ください）
の中に載っていましたので

①『東京市史稿市街篇第三』昭和3年東京市刊（請求番号0920-T727-T2-･2-3)
②『東京市史稿産業篇第三』昭和16年東京市刊（請求番号0920-T727-T2-5-3)
①のp.351-2(出典台徳院殿御實記）
慶長12年5月11日に、幕府側から朝鮮信使側に対し、返簡をさずけ、その中
で『文禄の役、彼国人の俘囚せられしもの、その心にしたがい帰国の願するも
のは、放ちかへさる旨を達した』とあり、13日に江戸を発し、帰国の途につく
が、さらに20日の条に『彼国の俘囚数百人、こたびの膳使に附して帰国せしめ
らる。かれ等歎芥かぎりなし』とあります。（ただし、この俘囚数百人が、ど
の地にいたかは記述されていません）
②のp.713(出典異國日記。坂上池院日記。大猷院殿御實記巻三）
寛永元年12月22日に、幕府側から朝鮮信使に対し返簡をさずけ、 その中で、
『さきに生獲の韓人は皆帰国せしむ。たまたまのこり留どまるものは、永く本
邦の民たらん事を願ひ、帰国の事を思はざれば、しいてかへしがたき旨をのせ
けるとぞ。』とあります。

13．ネ申奈ノ11県立文化資料館郷土資料課（横浜市西区緑ケ丘9番地の3)

存否 存在したと聞いていない。

14.乗斤潟県立図書館（新潟市一番堀通町5923-39)

存否 存在したと聞いていない。

4 その他 所蔵資料を逐一あたってみましたが、残念ながら該当する資料はありませんで
した◎

15.霞薑辻I市立郷土博物館（富山市本丸1-62)

存否 存在したと聞いていない。

16．ネ畠≠仁県史編纂室（福井市城東1-18-21福井県立図書館内）

存否 存在したと聞いていない。
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